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〔パネル討論〕ライドシェアはタクシー改革のチャンス―その方策を探る

ライドシェア（ウーバー）からみたタクシー改革の方策
　～ライドシェアの手法とタクシー事業の近未来～
１．躍進するライドシェア（PHV）～アメリカ、ロンドンの事例から
２．シェアリングエコノミーとは？
３．ライドシェアの手法

４．タクシー事業の現状と課題
５．移動ニーズは満たされているか？
６．タクシー改革の方策と近未来

タクシーは、地域と共に進化すると考えたい
１．2002年　 タクシーは、地域を愛している。　　　　　お花見タクシー・海のタクシー
２．2006年　 タクシーは、地域で目立っていい。　　　　神戸スイーツタクシー   ３．2013年　 タクシーは、地域の一員になる。　　　　    地域の課題解決を託してタクシー  ４．201×年   タクシーは、地域で柔らかくなれるか？   　  擬ライドシェアタクシー

タクシー事業者の経営戦略―ライドシェア対策とタクシー改革への挑戦

タクシーの再生が日本の地域公共交通を変える
～「ライドシェア」の来襲をタクシー再生の契機に～
１．ライフスタイルが変化するなかで、タクシーは何を提案してきたのか？
２．「デマンド」「ライドシェア」・・・自治体行政は、なぜカタカナに飛びつくのか？
３．「自家用有償」の制度があるのに、「ライドシェア特区」の不思議
４．「情報」の波が地域公共交通を変える
５．「空車」と「回送」は利益を生まない・・・ニッチ（隙間）をビジネスに変えるススメ
６．「三位一体」でタクシーの再生に取り組むなら、今でしょ！
７．「制度」をつかいこなすススメ・・・タクシー適活法、地域公共交通活性化・再生法、地域公共交通会議 

ライドシェアが与えるタクシー事業への影響
１．ライドシェアは時代が求めるサービスか
２．黒船来航はタクシー維新へと繋がる
３．タクシー事業の生き残りの条件 

今、タクシー業界は有史以来の大変革の時代を迎えた？！
～この現実を存亡の大危機ととらえるか、改革の大チャンスととらえるべきか～
１．まずは、経営者の意識改革から
２．ウーバー等の外資参入に対抗するための提案
３．迎え撃つ必須施策
　～女性ドライバーの採用とUDドライバーの育成で、ウーバーとの差別化を図ると共に、新たな需要の掘り起こしに挑む～

【開催に当たって】
本シンポジウムは、自家用車タクシー「ライドシェア」が国家戦略特区にならない場合も開催します。12月9日の朝日新聞も報道して話題となりました。ライドシェアは利用者だけでなく、
ドライバーにとっても魅力があるといわれていますから、「タクシー」の大変革のチャンスととらえるべきではないでしょうか。
事業者やドライバーはライドシェア(ウーバー等)にどう対応するか、どんなサービスを開発し、どう潜在需要を開拓するかといった取組みに挑戦する機会をと考えて開催します。
私たちが武蔵野市ムーバスのシステム開発のお手伝いをした経験からの提案です。是非、ご参画下さいますようお願い致します。　                 　　　　 2015.12.17  地域科学研究会

―新しい交通サービス・需要の開発
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新しいタクシービジネス／地域・住民ニーズ／福祉有償運送制度資料集


